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政
令
第

号

港
湾
法
施
行
令
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
港
湾
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
四
条
第
三
項
並
び
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）

第
二
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
港
湾
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
九
条
を
加
え
る
。

（
管
理
委
託
の
手
続
）

第
十
七
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
よ
り
港
湾
施
設
の
管
理
（
港
湾
施
設
を
維
持
し
、
及
び
一
般
公
衆
の
利
用
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
こ

と
を
い
い
、
港
湾
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
港
湾
工
事
を
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
第
十
七
条
の
十
ま
で
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
港
湾
管
理
者
に
委
託
す
る
と
き
は
、
契
約
書
に
お
い
て
次
の
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

管
理
を
委
託
す
る
港
湾
施
設
の
種
類
、
名
称
、
所
在
地
、
構
造
、
規
模
及
び
価
額

二

管
理
の
委
託
を
開
始
す
る
年
月
日

三

管
理
の
委
託
の
期
間

四

管
理
の
方
法

五

管
理
の
委
託
の
条
件

六

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
管
理
責
任
の
移
転
の
時
期
）

第
十
七
条
の
三

港
湾
施
設
の
管
理
の
委
託
を
受
け
た
港
湾
管
理
者
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
の
規

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
号
の
管
理
の
委
託
を
開
始
す
る
年
月
日
以
後
、
当
該
港
湾
施
設
の
管
理
の
責
に
任
ず
る
。

（
管
理
受
託
者
の
義
務
）

第
十
七
条
の
四

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
を
そ
の
用
途
又
は
目
的
に
応
じ
て
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も

つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
に
つ
い
て
、
水
害
、
火
災
、
盗
難
、
損
壊
そ
の
他
当
該
港
湾
施
設
の
管
理
上
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支
障
の
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
必
要
な
応
急
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
用
途
へ
の
使
用
等
）

第
十
七
条
の
五

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
を
そ
の
本
来
の
用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
な
い
限
度
に
お
い
て
他

の
用
途
又
は
目
的
に
使
用
し
、
若
し
く
は
収
益
し
、
又
は
他
人
に
使
用
さ
せ
、
若
し
く
は
収
益
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
契
約
書
に
お
い
て

定
め
る
軽
微
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

管
理
受
託
者
は
、
前
項
本
文
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

使
用
又
は
収
益
の
対
象
と
な
る
港
湾
施
設
の
範
囲

二

他
人
に
使
用
さ
せ
、
又
は
収
益
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三

使
用
又
は
収
益
の
用
途
又
は
目
的
及
び
方
法

四

使
用
又
は
収
益
の
期
間

五

使
用
又
は
収
益
に
よ
る
管
理
受
託
者
の
予
定
収
入
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六

他
人
に
使
用
さ
せ
、
又
は
収
益
さ
せ
る
場
合
に
は
、
使
用
又
は
収
益
の
条
件

（
滅
失
又
は
損
傷
の
場
合
の
報
告
）

第
十
七
条
の
六

管
理
受
託
者
は
、
天
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
が
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
次
の
事
項
を
書
面
で
国
土
交
通
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
港
湾
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

二

被
害
の
程
度

三

滅
失
又
は
損
傷
の
原
因

四

損
害
見
積
価
額
及
び
復
旧
可
能
の
も
の
に
つ
い
て
は
復
旧
費
見
込
額

五

応
急
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
措
置
の
内
容

（
原
状
等
の
変
更
）

第
十
七
条
の
七

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
の
原
状
又
は
用
途
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
の
事
故
の
た
め
応
急
の
措
置
を
講
ず

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
管
理
台
帳
）

第
十
七
条
の
八

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
記
載
し
た
管
理
台
帳
を
そ
の
事
務
所
に

備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

他
の
用
途
へ
の
使
用
等
及
び
原
状
等
の
変
更
の
有
無
又
は
そ
の
概
要

２

管
理
受
託
者
は
、
管
理
台
帳
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
変
更
に
係
る
事
項
を
当
該
管
理
台

帳
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
状
況
の
報
告
）

第
十
七
条
の
九

管
理
受
託
者
は
、
受
託
に
係
る
港
湾
施
設
に
つ
い
て
、
毎
年
度
の
管
理
の
状
況
を
翌
年
度
の
四
月
三
十
日

ま
で
に
国
土
交
通
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
等
）

第
十
七
条
の
十

国
土
交
通
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
託
に
係
る
港
湾
施
設
の
管
理
の
状
況
に
関
し
、

管
理
受
託
者
か
ら
報
告
を
求
め
、
そ
の
職
員
に
実
地
の
監
査
を
行
わ
せ
、
及
び
管
理
受
託
者
に
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
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が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
七
条
の
五
第
一
項
本
文
、
第
十
七
条
の
六
、
第
十
七
条
の
七
本
文
及
び
第
十
七
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
国
土
交

通
大
臣
の
職
権

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
五
十
六
条
の
五
」
の
下
に
「
並
び
に
第
十
七
条
の
十
」
を
加
え
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
防
潮
の
施
設
」
の
下
に
「
並
び
に
港
湾
に
お
け
る
水
域
施
設
、
外
郭
施
設
及
び
係
留
施
設
」
を
加
え
る
。

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
に
よ
る
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
の
工
事

第
四
条
の
見
出
し
中
「
道
路
」
の
下
に
「
又
は
港
湾
施
設
」
を
加
え
、
同
条
中
「
定
め
る
道
路
」
の
下
に
「
又
は
港
湾
施

設
」
を
、
「
に
よ
る
道
路
」
の
下
に
「
又
は
港
湾
法
第
二
条
第
五
項
の
港
湾
施
設
の
う
ち
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及

び
第
九
号
の
三
に
掲
げ
る
施
設
」
を
加
え
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
法
施
行
令
第
十
七
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
の
十
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
条
の

規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
国
土
交
通
大
臣
と
港
湾
管
理
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
委
託
契
約
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
港
湾
施
設

の
管
理
の
委
託
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
「
住
宅
局
」
の
下
に
「
及
び
港
湾
局
」
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
第
四
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
港
湾
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
五
十
九
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
同
項
第
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五
号
に
掲
げ
る
業
務
を
含
む
。
）
の
う
ち
港
湾
施
設
に
係
る
も
の
並
び
に
同
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
港
湾

施
設
の
整
備
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
。
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理

由

港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
港
湾
法
の
規
定
に
基
づ
く
港
湾
施
設
の
管
理
の
委
託
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
く
港
湾
施
設
に
係
る
無
利
子
貸
付
け
の
対
象
事
業
を
定
め

る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


